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40.運動辛苦言保持法と設鐙・カの再現法による運動感覚評
錨の比較
。速水述也i、金子文成九鈴木寛綾i、横井語学迭~2 、
木場: 樹博i
e筑波大学 大学院 人間総合科学研究科、 2g霊祭技術総
令婿究所 人IHJ福祉l長工学研究部門〉
{ I立じめに}身体運動を遂行するために震婆な裟索のlつ
である述滋感覚のiftl定法として持説法がある。持説法はEI
僚級(;完封j角度や力り強さ)と再殺し.た探の突社tiJ1io:との誤
差を総定羽目とし、 8標値が一定で、力の得現法において
は;等尺七I:J!又絡を通勤戟式とレている Q 投々が提案する通勤
ヱi互換j保持法は、殺泣から他動的に方1えられるカとの釣り合
いを保つように力発婦をするととを線認としている合さら
に、設if定データとして対象者が発揮したカ収〉および身
体部伎の佼援磁襟〈1131〉が?号、られるので、動的な状況 F
でのみ発揮繰相とそれに伴った身イ本位涯の鋭化をワアルタ
イムてふモニタワングすることが可能である。 そこで木研
究では、下肢の非機能踏をiftlj定対象とし、運動:iV務保持1;
と 1~霞および力の再現法における測定結果をよと絞殺討する
ととで、前測定法の関孫性について検註することを目的と
したc ['Ji法}対設省'i土男子大学生17:r(22.2土2.1歳)で
あった。?室効平衡保持法では、対象者に膝i喝都庁IH担保)。で
経もど姿勢、をとり、、藤0銭1li鵡方向に加わる力との釣り合い
を保ように伸袋)il{，jへ力発持することを指ポした。釣り合
いを保つための白擦{誌として、設鐙から出力される力は、
10Nから10Nの範Ifflで五弦波状に変化するようにしたc正
5立後の!封持jは、J.2、15、18秒の3議鋲とした哲そして、 i試
授は4つの波で構成されるように設定した。今ITHまj延期18
秒の波を分析対象としたため、周期18秒が2邸出現するよ
うにした以外、 3種類の波の組み合わせばランダムとした。
得税法においては、運動ょtL鈎保持法との整合伎を諮るため
に、 fミ諜僚を)Jの:再説法で4城、泣授の湾波法でJuH曲60り
としたQ 対象者:こは、 ~t~:支停で民若宮古車を;記憶した i在f去に得
税し、包'擦係;こ到達したと自覚したところで合隠するよう
に指ポしたa 測定境問は、凶器1)定5試技4'i去のデータにつ
いて、E1?Jr~告白と爽鴻鵠との誤幾絶対{症を絶対誤差、各対象
者における誤差の探準備援を変動誤怒として算出した。そ
して、各測定議自の結隷:について、ピアソンの相!認係数を
算!ちしたひ{結泉と考察}分析の結接、運動平総保持法に
おける役j授の絶対談経とイ立鐙の7専務訟の絶対談滋との関に
のみ中税皮の報開関係方言設、め与れたがら~=0 .492 ， p (0.05)、
それ以外に宥Ji:な組関関孫はi認められなかった。このこと
から、|尚測定法方j習の間接性は低いことが京殺されたq そ
の:要隠として、選鋭}平額保持法iま 1~・ tこ変化するお襟{穫にリ
アルタイムに応答する謀議であるのに対し、湾税法は一度
覚えた8接競に線規の詑'織にj毒づいて応答する線畿である
といった滋動様式の相よ告が;影響していることが挽察された。
したがって、汚探鍛治
よう;にこ、想定される遜~動機式などの状況に応じて iM~定方法
を選択する必要性があることが考えられた合
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